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A コマンド

ここでは、[a] から始まる Cisco NX-OS ユニキャスト ルーティング コマンドについて説明します。

address（VRRP）
仮想ルータに 1 つのプライマリ IP アドレスを追加するには、address コマンドを使用します。仮想

ルータから IP アドレスを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

address ip-address [secondary]

no address 

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード VRRP コンフィギュレーション モード 

サポートされるユーザ ロール スーパーユーザ

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン 仮想ルータには 1 つの仮想ルータ IP アドレスを設定できます。設定された IP アドレスがインター

フェイス IP アドレスと同じである場合、このスイッチは自動的にその IP アドレスを所有します。

設定できるのは IPv4 アドレスのみです。

仮想ルータはパケットを転送するネクストホップ ルータとしての役割のみを目的としているため、

マスター Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP; 仮想ルータ冗長プロトコル）ルータは仮想ルー

タの IP アドレスに宛てられたパケットをドロップします。NX-OS デバイスでは、一部のアプリケー

ip-address 仮想ルータのアドレス（IPv4）。このアドレスは、インターフェイス IP アドレスと

同じサブネット内になければなりません。

secondary （任意）セカンダリ仮想ルータのアドレスを指定します。

リリース 変更

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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ションは、仮想ルータの IP アドレスに宛てられたパケットを受け入れて配送することを要求しま

す。仮想ルータ IPv4 アドレスに対して secondary オプションを使用することによって、VRRP ルー

タは、マスターの場合、これらのパケットを受け入れます。

このコマンドではライセンスは不要です。

例 次に、仮想ルータの IP アドレスを設定する例を示します。

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)# address 10.0.0.10 

次に、1 つのコマンドを使用してすべての IP アドレス（プライマリおよびセカンダリ）を削除する

例を示します。

switch(config-if-vrrp)# show run interface ethernet 9/10
version 4.0(1)
 
interface Ethernet9/10
  vrrp 1
    address 10.10.10.10 
    address 10.10.10.11 secondary
  ip address 10.10.10.1/24
  no shutdown
 
switch(config-if-vrrp)# no address 
switch(config-if-vrrp)# sh run int e9/10
version 4.0(1)
 
interface Ethernet9/10
  vrrp 1
  ip address 10.10.10.1/24
  no shutdown
 
switch(config-if-vrrp)#

関連コマンド コマンド 説明

show vrrp VRRP 設定情報を表示します。

clear vrrp 指定の仮想ルータの全ソフトウェア カウンタを消去します。
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address-family（BGP）
アドレス ファミリ モードまたは VPN Routing and Forwarding（VRF; VPN ルーティングおよび転送）

アドレス ファミリ モードを開始し、Border Gateway Protocol（BGP; ボーダー ゲートウェイ プロト

コル）にサブモード コマンドを設定するには、address-family コマンドを使用します。ルーティン

グ プロトコルを設定するためのアドレス ファミリ サブモードをディセーブルにするには、このコ

マンドの no 形式を使用します。

address-family {ipv4 | ipv6} {multicast | unicast}

no address-family {ipv4 | ipv6} {multicast | unicast}

シンタックスの説明

コマンドのデフォルト設定 このコマンドにはデフォルト設定がありません。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

ネイバー コンフィギュレーション

VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン address-family コマンドを使用し、BGP ルーティングを設定中にさまざまなアドレス ファミリ コン

フィギュレーション モードを開始します。ルータ コンフィギュレーション モードから address-

family コマンドを入力する場合、アドレス ファミリをイネーブルにし、グローバル アドレス ファ

ミリ コンフィギュレーション モードを開始します。プロンプトが switch(config-router-af)# に

変わります。

経路再配布、アドレス集約、ロード バランシング、およびその他の高度な機能を使用している場

合、アドレス ファミリを設定する必要があります。IPv4 ネイバー セッションは、IPv4 ユニキャス

トおよびマルチキャスト アドレス ファミリをサポートしています。IPv6 ネイバー セッションは、

IPv6 ユニキャストおよびマルチキャスト アドレス ファミリをサポートしています。

アドレス ファミリ コンフィギュレーション モードから次のパラメータが使用できます。

（注） これは IPv4 マルチキャストまたはユニキャストと IPv6 マルチキャストまたはユニキャストに適用

されます。

ipv4 IPv4 アドレス ファミリを指定します。

ipv6 IPv6 アドレス ファミリを指定します。

multicast マルチキャスト アドレス サポートを指定します。

unicast ユニキャスト アドレス サポートを指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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• suppress-inactive ― アクティブなルートのみをピアにアドバタイズします。追加情報について

は、suppress-inactive コマンドを参照してください。

• aggregate-address ― BGP 集約プレフィクスを設定します。追加情報については、

aggregate-address コマンドを参照してください。

• client-to-client reflection ― クライアント間のルート リフレクションをイネーブルにします。

ルート リフレクションを使用すると、BGP スピーカー（ルート リフレクタ）は IBGP で学習

したルートを特定の IBGP ピアにアドバタイズできます。クライアント間のルート リフレク

ションをディセーブルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。デフォルト：イネー

ブル

• dampening [half-life | route-map name] ― ルート フラップ ダンプニングを設定します。オプショ

ンで、ペナルティ減少後の時間（分単位）を設定することができます。いったんルートにペナ

ルティが割り当てられると、ペナルティは半減期（デフォルトでは 15 分）後に半分に減少し

ます。ペナルティを減少させるプロセスは 5 秒おきに発生します。デフォルトの半減期は 15 分
です。範囲：1 ～ 45。デフォルト：ディセーブル 

• default-metric metric ― 再配布されたルートのデフォルトのフラップ メトリックを設定します。

default-metric コマンドは、redistribute コマンドによって BGP に再配布されたルートにメト

リック値を設定するために使用されます。デフォルトのメトリックは、互換性のないメトリッ

クをもつルートを再配布するという問題を解決するために設定することができます。デフォル

トのメトリックを割り当てることにより、再配布を行うことができます。この値は、ベストパ

ス選択プロセス中に BGP によって評価される Multi Exit Discriminator（MED）です。MED は、

ローカル Autonomous System（AS; 自律システム）および隣接 AS 内でのみ処理される非推移的

な値です。デフォルトのメトリックは、受信したルートに MED 値がある場合には設定されま

せん。範囲：0 ～ 4294967295

（注） イネーブルの場合、default-metric コマンドは、再配布された接続ルートに 0 のメトリック

値を適用します。default-metric コマンドは、redistribute コマンドによって適用されたメト

リック値を上書きしません。

• default-originate ― このピアに対してデフォルトを生成します。

• distance ebgp-route ibgp-route local-route ― ルーティング情報源（個々のルータまたはルータの

グループなど）の信頼性のランク付けを設定します。BGP はネクストホップの解決に廃棄ルー

トを使用しません。一般的に、値が高いほど信頼性のランク付けは低くなります。255 のアド

ミニストレーティブ ディスタンスは、ルーティング情報源がまったく信頼できないため、無視

すべきであることを意味します。ほかのプロトコルが外部 BGP（eBGP）によって実際に学習

されたルートよりもよいルートをノードに提供できることがわかっている場合、または一部の

内部ルートが BGP によって優先されるべきである場合、このコマンドを使用します。範囲：1
～ 255。デフォルト：EBGP ― 20、IBGP ― 200

注意 内部 BGP ルートのアドミニストレーティブ ディスタンスを変更することは危険とみなされてお

り、推奨されません。不適切な設定により、ルーティング テーブルの不整合性やルーティングの

中断が発生する可能性があります。

• exit ― 現在のコマンド モードを終了します。

• maximum-paths [ibgp] parallel-paths ― パケットを転送する並列パスの数を設定します。

maximum-paths ibgp コマンドは、iBGP ピアリング セッションに等価コストまたは非等価コス

ト マルチパス ロード シェアリングを設定するために使用されます。ルートを BGP ルーティン

グ テーブル内のマルチパスとして導入する場合、ルートはすでにあるほかのルートと同じネク

ストホップをもつことはできません。BGP ルーティング プロセスは、iBGP マルチパス ロード

シェアリングが設定されている場合、iBGP ピアにベストパスをアドバタイズします。等価コ
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スト ルートの場合、最下位のルータ ID をもつネイバーからのパスは、ベストパスとしてアド

バタイズされます。等価コスト マルチパス ロード シェアリングを設定するには、すべてのパ

スのアトリビュートが同じである必要があります。パスのアトリビュートには、重み値、ロー

カル プリファレンス、AS パス（長さだけでなく、アトリビュート全体）、オリジン コード、

MED、および Interior Gateway Protocol（IGP）のディスタンスが含まれます。オプションの ibgp
キーワードを使用すると、IBGP パスにマルチパスを設定できます。デフォルトの設定に戻す

には、このコマンドの no 形式を使用します。範囲は 1 ～ 16 です。

• network ― アドバタイズする IP プレフィクスを設定します。追加情報については、network コ
マンドを参照してください。

• no ― コマンドを無効にするか、またはデフォルト設定にします。

• redistribute ― ほかのプロトコルによって学習したルートの BGP への再配布をイネーブルにし

ます。再配布は IPv4 ルートと IPv6 ルートの両方でサポートされます。ほかのプロトコルによっ

て学習したルートの BGP への再配布をディセーブルにするには、このコマンドの no 形式を使

用します。

－ direct route-map name ― 直接接続されているルートを指定します。

－ eigrp AS-num route-map name ― Enhanced IGP（EIGRP）ルートを指定します。範囲：1 ～ 65535

－ isis src-protocol route-map name ― ISO IS-IS ルートを指定します。

－ ospf src-protocol route-map name ― OSPF（Open Shortest Path First）ルートを指定します。

－ rip src-protocol route-map name ― Routing Information Protocol（RIP）ルートを指定します。

－ static route-map name ― スタティック ルートを指定します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、グローバル アドレス ファミリ コンフィギュレーション モードで IPv4 ユニキャスト アドレ

ス ファミリにルータを配置する例を示します。

switch(config)# feature bgp
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

次に、ネイバー 192.0.2.1 の IPv4 マルチキャストをアクティベートし、ネイバー アドレス ファミリ

コンフィギュレーション モードで IPv4 マルチキャスト アドレス ファミリにデバイスを配置する例

を示します。

switch(config)# feature bgp
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 multicast
switch(config-router-af)# exit 
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)# remote-as 1
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af) 
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関連コマンド コマンド 説明

aggregate-address BGP サマリー アドレスを設定します。

client-to-client ルート リフレクションを設定します。

dampening ルート フラップ ダンプニングを設定します。

default-metric（BGP） BGP に再配布されたルートにデフォルト メトリックを設定します。

distance（BGP） アドミニストレーティブ ディスタンスを設定します。

feature bgp BGP の設定をイネーブルにします。

maximum-paths（BGP） 等コスト パスの最大数を設定します。

redistribute（BGP） BGP に経路再配布を設定します。

timers（BGP） BGP タイマーを設定します。
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address-family（EIGRP）
Enhanced IGRP（EIGRP）にアドレス ファミリを設定するには、ルータ コンフィギュレーション

モードで address-family コマンドを使用します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast 

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマンドでは Enterprise ライセンスが必要です。

例 次に、EIGRP インスタンスに IPv4 ユニキャスト アドレス ファミリを設定する例を示します。

switch(config)# router eigrp 201 
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast

関連コマンド

ipv4 IPv4 アドレス ファミリを指定します。

ipv6 IPv6 アドレス ファミリを指定します。

unicast ユニキャスト アドレス サポートを指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

default-information デフォルト ルートの配布を制御します。

default-metric EIGRP に再配布されたルートにデフォルト メトリックを設定します。

distance アドミニストレーティブ ディスタンスを設定します。

maximum-paths 等コスト パスの最大数を設定します。

redistribute EIGRP に経路再配布を設定します。

router-id ルータ ID を設定します。

timers EIGRP タイマーを設定します。
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address-family（IS-IS）
アドレス ファミリ モードまたは VPN Routing and Forwarding（VRF; VPN ルーティングおよび転送）

アドレス ファミリ モードを開始し、Intermediate System-to-Intermediate System ドメイン内ルーティ

ング プロトコル（IS-IS）にサブモード コマンドを設定するには、address-family コマンドを使用し

ます。ルーティング プロトコルを設定するためのアドレス ファミリ サブモードをディセーブルに

するには、このコマンドの no 形式を使用します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

no address-family {ipv4 | ipv6} unicast

シンタックスの説明

コマンドのデフォルト設定 なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン address-family コマンドを使用し、IS-IS ルーティングを設定中にさまざまなアドレス ファミリ コ

ンフィギュレーション モードを開始します。コンフィギュレーション モードから address-family コ

マンドを入力する場合、アドレス ファミリをイネーブルにし、グローバル アドレス ファミリ コン

フィギュレーション モードを開始します。プロンプトが switch(config-router-af)# に変わりま

す。

経路再配布、アドレス集約、ロード バランシング、およびその他の高度な機能を使用している場

合、アドレス ファミリを設定する必要があります。IPv4 ネイバー セッションは、IPv4 ユニキャス

ト アドレス ファミリをサポートしています。IPv6 ネイバー セッションは、IPv6 ユニキャスト アド

レス ファミリをサポートしています。

アドレス ファミリ コンフィギュレーション モードから次のコンフィギュレーション モードが使用

できます。

（注） これは IPv4 ユニキャストおよび IPv6 ユニキャストに適用されます。

ipv4 IPv4 アドレス ファミリを指定します。

ipv6 IPv6 アドレス ファミリを指定します。

unicast ユニキャスト アドレス サポートを指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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• adjacency-check ― IS-IS IPv6 または IPv4 プロトコル サポートの整合性検査を hello パケットで

行うことができるようにします。hello パケットでの整合性検査をディセーブルにするには、こ

のコマンドの no 形式を使用します。デフォルト：イネーブル。IS-IS は hello パケットで整合性

検査を行い、同じプロトコルのセットをサポートするネイバー ルータでのみ隣接を形成しま

す。IPv4 と IPv6 の両方で IS-IS を実行するルータは、IPv4 の IS-IS のみを実行するルータによ

る隣接を形成しません。

アドレス ファミリ コンフィギュレーション モードで no adjacency-check コマンドを使用して、

IPv6 IS-IS の整合性検査を抑制し、IPv4 IS-IS ルータが IPv4 IS-IS および IPv6 を実行するルータ

で隣接を形成できるようにします。IS-IS は IPv4 IS-IS のみを実行するルータと IPv6 のみを実

行するルータの間に隣接を形成することはありません。

no adjacency-check コンフィギュレーション モード コマンドを使用して、IPv4 サブネット整合

性検査を抑制し、共通の IPv4 サブネットがあるかどうかに関係なく、ほかのルータで隣接を形

成できるようにします。デフォルトでは、IS-IS はネイバーと一致する IPv4 アドレス サブネッ

トの hello パケットで検査を行います。

ヒント 特権 EXEC モードで debug isis adjacency packets コマンドを使用し、隣接エラーをチェッ

クします。出力されたエラー メッセージは、ルータが隣接の確立に失敗している場所を

示している可能性があります。

• default-information originate [always] [route-map name] ― デフォルト ルートの生成を制御しま

す。

－ always ― （任意）常にデフォルト ルートをアドバタイズします。

－ route-map name ― （任意）デフォルト ルートを通知するルート マップの名前を指定しま

す。

• distance value ― アドミニストレーティブ ディスタンスを指定します。デフォルトのディスタ

ンスに戻すには、このコマンドの no 形式を使用します。255 のアドミニストレーティブ ディ

スタンスは、ルーティング情報源がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味

します。範囲：1 ～ 255。デフォルト： 115

• distribute {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} {all | route-map name} ― ドメイン全体のプレ

フィクス配布をレベル間に設定します。

－ level-1 ― エリア間のルートをこの IS-IS インスタンスのレベル 1 に配布します。

－ level-2 ― エリア間のルートをこの IS-IS インスタンスのレベル 2 に配布します。

－ into ― 1 つのレベルからほかのレベルに指定します。

－ all ― すべてのルート レベルを配布します。

－ route-map name ― 特定のルート マップの配布を阻止します。

• exit ― 現在のコマンド モードを終了します。

• no ― コマンドを無効にするか、またはデフォルト設定にします。

• redistribute protocol as-num[.as-num] [route-map map-tag] ― ほかのルーティング プロトコルか

らの情報を IS-IS に再配布します。コンフィギュレーション ファイルから redistribute コマンド

を削除し、デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no 形式を使用します。デフォルト：ソ

フトウェアはルートを再配布しません。詳細については、redistribute（IS-IS）コマンドを参照

してください。

• summary-address {ip-addr | ip-prefix/length | ipv6-addr | ipv6-prefix/length} level ― IS-IS 集約アドレ

スを作成します。集約アドレスを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。詳細

については、summary-address コマンドを参照してください。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。
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例 次に、アドレス ファミリ コンフィギュレーション モードでルータを配置し、IPv6 アドレス ファミ

リにユニキャスト アドレス プレフィクスを指定する例を示します。

switch(config)# router isis 100
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

次に、直接接続されているルートを IS-IS に再配布する例を示します。この例では、10.1.0.0 のみを

IS-IS レベル 1 リンクステート PDU にアドバタイズします。

switch(config)# router isis 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute direct route-map core1
switch(config-router-af)# summary-address 10.1.0.0 255.255.0.0

次に、既存の IPv4 IS-IS ネットワークに IPv6 を導入する例を示します。すべてのネイバー ルータ

が IPv6 を使用するように設定されるまで、隣接したネイバー ルータからの hello パケットのチェッ

クがディセーブルになるようにするには、no adjacency-check コマンドを入力します。

switch(config)# router isis test2
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# no adjacency-check

関連コマンド コマンド 説明

feature isis ルータでの IS-IS をイネーブルにします。

router isis IS-IS をイネーブルにします。
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address-family（OSPFv3）
OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）プロトコルでアドレス ファミリ モードを開始する

には、address-family コマンドを使用します。

address-family ipv6 unicast

シンタックスの説明

デフォルト このコマンドにはデフォルト設定がありません。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPFv3v3 インスタンスで IPv6 ユニキャスト アドレス ファミリを開始する例を示します。

switch(config)# router ospfv3v3 Enterprise 
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

関連コマンド

ipv6 IPv6 アドレス ファミリを指定します。

unicast ユニキャスト アドレス サポートを指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

default-information

（OSPFv3）

デフォルト ルートの配布を制御します。

default-metric（OSPFv3） OSPFv3 に再配布されたルートにデフォルト メトリックを設定し

ます。

distance（OSPFv3） アドミニストレーティブ ディスタンスを設定します。

maximum-paths（OSPFv3） 等コスト パスの最大数を設定します。

redistribute（OSPFv3） OSPFv3 に経路再配布を設定します。

timers（OSPFv3） OSPFv3 タイマーを設定します。
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address-family（RIP）
Routing Information Protocol（RIP）にアドレス ファミリを設定するには、ルータ コンフィギュレー

ション モードで address-family コマンドを使用します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

シンタックスの説明

デフォルト このコマンドにはデフォルト設定がありません。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマンドではライセンスは不要です。

例 次に、RIP インスタンスに IPv4 ユニキャスト アドレス ファミリを設定する例を示します。

switch(config)# router rip Enterprise 
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast

関連コマンド

ipv4 IPv4 アドレス ファミリを指定します。

ipv6 IPv6 アドレス ファミリを指定します。

unicast ユニキャスト アドレス サポートを指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

default-information デフォルト ルートの配布を制御します。

default-metric RIP に再配布されたルートにデフォルト メトリックを設定します。

distance アドミニストレーティブ ディスタンスを設定します。

maximum-paths 等コスト パスの最大数を設定します。

redistribute RIP に経路再配布を設定します。

timers RIP タイマーを設定します。
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advertisement-interval（VRRP）
同じグループ内のほかの Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP; 仮想ルータ冗長プロトコル）ルー

タに送信されているアドバタイズメント パケット間で時間間隔を指定するには、advertisement-

interval コマンドを使用します。1 秒のデフォルト間隔値に戻すには、このコマンドの no 形式を使

用します。

advertisement-interval seconds

no advertisement-interval 

シンタックスの説明

デフォルト 1 秒 

コマンド モード VRRP コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール スーパーユーザ

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン VRRP アドバタイズメントは、仮想ルータ マスターのプライオリティと状態を伝達します。アドバ

タイズメントは IP パケットにカプセル化され、VRRP グループに割り当てられる IPv4 マルチキャ

スト アドレスに送信されます。

VRRP は、VRRP アドバタイズメント専用の Internet Assigned Numbers Authority（IANA; インター

ネット割り当て番号局）標準マルチキャスト アドレス（224.0.0.18）を使用します。このアドレス

指定方式では、マルチキャストを処理する必要があるルータの数を最小限に抑え、テスト機器がセ

グメント上の VRRP パケットを正確に識別できるようにします。IANA で割り当てられた VRRP IP

プロトコル番号は 112 です。

このコマンドではライセンスは不要です。

例 次に、VRRP グループ 250 に 200 秒のアドバタイズメント間隔を指定する例を示します。

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)# advertisement-interval 200

関連コマンド

seconds 送信されるアドバタイズメント フレーム間の秒数。IPv4 の場合、範囲は 1 ～ 255

秒です。

リリース 変更

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

show vrrp VRRP 設定情報を表示します。

clear vrrp 指定の仮想ルータの全ソフトウェア カウンタを消去します。
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aggregate-address
Border Gateway Protocol（BGP; ボーダー ゲートウェイ プロトコル）ルーティング テーブルにサマ

リー アドレスを作成するには、aggregate-address コマンドを使用します。サマリー アドレスを削

除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

aggregate-address address/length [advertise-map map-name] [as-set] [attribute-map map-name] 
[summary-only] [suppress-map map-name] 

no aggregate-address address/mask-length [advertise-map map-name] [as-set] [attribute-map 
map-name] [summary-only] [suppress-map map-name] 

シンタックスの説明

デフォルト アトミック集約アトリビュートは、as-set キーワードが指定されないかぎり、このコマンドによっ

て集約ルートが作成されるときに自動的に設定されます。

コマンド モード アドレス ファミリ コンフィギュレーション

ネイバー アドレス ファミリ コンフィギュレーション

ルータ BGP コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

address/length 集約 IP アドレスおよびマスクの長さ。length の有効な値は、次のとおり

です。

• IPv4 アドレス ― 1 ～ 32

• IPv6 アドレス ― 1 ～ 128

advertise-map map-name （任意）特定のルートからアトリビュートの情報を選択するために使用

するルート マップの名前を指定します。

as-set （任意）寄与しているパスから Autonomous System（AS; 自律システム）

のセット パス情報およびコミュニティ情報を生成します。

attribute-map map-name （任意）特定のルートにアトリビュートの情報を設定するために使用す

るルート マップの名前を指定します。map-name は、英数字で最大 63 文

字のストリングです。

summary-only （任意）アップデートからのすべてのより具体的なルートをフィルタ処

理します。

suppress-map map-name （任意）より具体的なルートを条件付きでフィルタ処理するために使用

するルート マップの名前を指定します。map-name は、英数字で最大 63

文字のストリングです。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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使用上のガイドライン 集約ルートを BGP または mBGP に再配布するか、条件付きの集約ルーティング機能を使用するこ

とにより、BGP および mBGP に集約ルーティングを実装できます。

キーワードなしで aggregate-address コマンドを使用すると、指定された範囲内にあるより具体的な

BGP または mBGP ルートが使用できる場合、BGP または mBGP ルーティング テーブルに集約エン

トリが作成されます（集約と一致するより長いプレフィクスが RIB 内に存在する必要があります）。

集約ルートは AS からのルートとしてアドバタイズされ、情報が欠けている可能性があることを示

すアトミック集約アトリビュート セットをもつようになります（デフォルトでは、アトミック集約

アトリビュートは、as-set キーワードを指定しないかぎり設定されます）。

as-set キーワードを使用すると、コマンドがこのキーワードなしで従う同じルールを使用する集約

エントリが作成されますが、このルートにアドバタイズされるパスは、集約されているすべてのパ

ス内に含まれるすべての要素で構成される AS_SET になります。このルートは集約されたルート変

更に関する AS パス到着可能性情報として継続的に削除してアップデートする必要があるため、多

くのパスを集約する際に aggregate-address コマンドのこの形式を使用しないでください。

summary-only キーワードを使用すると、集約ルート（192.*.*.* など）が作成されるだけでなく、す

べてのネイバーへのより具体的なルートのアドバタイズメントが抑制されます。特定のネイバーへ

のアドバタイズメントのみを抑制したい場合、neighbor distribute-list コマンドを使用できますが、

慎重に使用すべきです。より具体的なルートがリークした場合、すべての BGP または mBGP ルー

タは、生成中の具体的でない集約よりもこのルートを優先します（最長一致ルーティングによる）。

suppress-map キーワードを使用すると、集約ルートは作成されますが、指定されたルートのアドバ

タイズメントが抑制されます。ルート マップの一致句を使用して、集約のより具体的な一部のルー

トを選択的に抑制し、ほかのルートを抑制しないでおくことができます。IP アクセス リストと AS

パス アクセス リストの一致句がサポートされています。

advertise-map キーワードを使用すると、集約ルートの異なるコンポーネント（AS_SET やコミュニ

ティなど）を構築するために使用する特定のルートが選択されます。集約のコンポーネントが別々

の AS にあり、AS_SET で集約を作成して同じ AS の一部にアドバタイズしたい場合、

aggregate-address コマンドのこの形式は役に立ちます。AS_SET から特定の AS 番号を省略し、集

約が受信ルータの BGP ループ検出メカニズムによってドロップされるのを防ぐことを忘れてはな

りません。IP アクセス リストと AS パス アクセス リストの一致句がサポートされています。

attribute-map キーワードを使用すると、集約ルートのアトリビュートを変更できます。AS_SET を

構成するルートの 1 つが community no-export アトリビュート（集約ルートがエクスポートされるの

を防ぐ）などのアトリビュートで設定されている場合、aggregate-address コマンドのこの形式は役

に立ちます。アトリビュート マップ ルート マップを作成し、集約のアトリビュートを変更するこ

とができます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 as-set の例

次に、集約 BGP アドレスがルータ コンフィギュレーション モードで作成される例を示します。こ

のルートにアドバタイズされるパスは、集約中のすべてのパス内に含まれるすべての要素で構成さ

れる AS_SET になります。

switch(config)# router bgp 50000 
switch(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set 
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summary-only の例

次に、集約 BGP アドレスがアドレス ファミリ コンフィギュレーション モードで作成され、IP バー

ジョン 4 アドレス ファミリの下にあるマルチキャスト データベース（SAFI）に適用される例を示

します。summary-only キーワードが設定されているため、アップデートからより具体的なルート

がフィルタ処理されます。

switch(config)# router bgp 50000 
switch(config-router)# address-family ipv4 multicast 
switch(config-router-af)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 summary-only 

条件付き集約の例

次に、MAP-ONE というルート マップが作成され、as-path アクセス リストで一致する例を示しま

す。このルートにアドバタイズされるパスは、ルート マップで照合されるパスに含まれる要素で構

成される AS_SET になります。

switch(config)# ip as-path access-list 1 deny ^1234_ 
switch(config)# ip as-path access-list 1 permit .* 
switch(config)# ! 
switch(config)# route-map MAP-ONE 
switch(config-route-map)# match ip as-path 1 
switch(config-route-map)# exit 
switch(config)# router bgp 50000 
switch(config-router)# address-family ipv4 
switch(config-router-af)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set advertise-map 
MAP-ONE 
switch(config-router-af)# end 

関連コマンド コマンド 説明

route-map map-name ルート マップを作成します。
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area authentication（OSPF）
OSPF（Open Shortest Path First）エリアの認証をイネーブルにするには、 area authentication コマン

ドを使用します。エリアの認証を削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id authentication [message-digest]

no area area-id authentication [message-digest]

シンタックスの説明

デフォルト 認証なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area authentication コマンドを使用し、OSPF エリア全体に認証モードを設定します。

認証タイプと認証パスワードは、エリア内のすべての OSPF デバイスで同じである必要があります。

インターフェイス コンフィギュレーション モードで ip ospf authentication-key コマンドを使用し、

このパスワードを指定します。

message-digest キーワードで MD5 認証をイネーブルにする場合、インターフェイス コンフィギュ

レーション モードで ip ospf message-digest-key コマンドを使用して、パスワードを設定する必要が

あります。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPF ルーティング プロセス 201 のエリア 0 に認証を設定する例を示します。

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0 authentication message-digest
switch(config-router)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ip ospf area 0
switch(config)-if# ip ospf message-digest-key 10 md5 0 adcdefgh

関連コマンド

area-id 認証をイネーブルにしたい OSPF エリアの識別情報。正の整数値または IP アド

レスのいずれかとして指定します。

message-digest （任意）area-id 引数によって指定されたエリアで Message Digest 5（MD5）認証を

イネーブルにします。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

ip ospf authentication-key OSPF の簡易パスワード認証にパスワードを割り当てます。

ip ospf message-digest-key OSPF MD5 認証にパスワードを割り当てます。
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area default-cost（OSPF）
OSPF（Open Shortest Path First）スタブまたは Not-So-Stubby Area（NSSA）に送信されるデフォルト

サマリー ルートのコストを指定するには、 area default-cost コマンドを使用します。割り当てられ

たデフォルト ルートのコストを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id default-cost cost

no area area-id default-cost cost

シンタックスの説明

デフォルト サマリー ルートのコストは、サマリー ルートを生成した Area Border Router（ABR; エリア ボーダ

ルータ）に基づいています。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン スタブまたは NSSA に接続されている ABR で area default-cost コマンドを使用し、ABR によって

スタブ エリアに生成されるサマリー デフォルト ルートにメトリックを設定します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、スタブ ネットワーク 192.0.2.0 に 20 のデフォルト コストを設定する例を示します。

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 192.0.2.0 stub
switch(config-router)# area 192.0.2.0 default-cost 20

関連コマンド

area-id デフォルト コストを設定したい OSPF エリアの識別情報。正の整数値または IP ア

ドレスのいずれかとして指定します。

cost スタブまたは NSSA で使用されるデフォルト サマリー ルートのコスト。範囲は 0

～ 16777215 です。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

area stub エリアをスタブ エリアとして定義します。
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area default-cost（OSPFv3）
OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）スタブまたは Not-So-Stubby Area（NSSA）に送信さ

れるデフォルト サマリー ルートのコストを指定するには、 area default-cost コマンドを使用します。

割り当てられたデフォルト ルートのコストを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id default-cost cost

no area area-id default-cost cost

シンタックスの説明

デフォルト サマリー ルートのコストは、サマリー ルートを生成した Area Border Router（ABR; エリア ボーダ

ルータ）に基づいています。

コマンド モード アドレス ファミリ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン スタブまたは NSSA に接続されている ABR で area default-cost コマンドを使用し、ABR によって

スタブ エリアに生成されるサマリー デフォルト ルートにメトリックを設定します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、スタブ ネットワーク 33 に 20 のデフォルト コストを設定する例を示します。

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 33 stub
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 33 default-cost 20

関連コマンド

area-id デフォルト コストを設定したい OSPFv3 エリアの識別情報。IP アドレスまたは 0

～ 4294967295 の番号のいずれかとして指定します。

cost スタブまたは NSSA で使用されるデフォルト サマリー ルートのコスト。範囲は 0

～ 16777215 です。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

area stub エリアをスタブ エリアとして定義します。
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area filter-list（OSPF）
Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）の OSPF（Open Shortest Path First）エリア間のタ

イプ 3 Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズメント）でアドバタイズされた

プレフィクスをフィルタ処理するには、area filter-list コマンドを使用します。フィルタを変更する

か、または取り消すには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

no area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area filter-list コマンドを使用し、タイプ 3 LSA をフィルタ処理します。in キーワードでルート マッ

プを適用すると、ルート マップは、ABR によってこのエリアに発生したすべてのタイプ 3 LSA

（area range コマンドによってほかのエリアに発生したタイプ 3 LSA を含む）をフィルタ処理しま

す。

out キーワードでルート マップを適用すると、ルート マップは、ABR によってほかのすべてのエ

リアにアドバタイズされるすべてのタイプ 3 LSA（このエリアで設定された area range コマンドに

よってローカルに発生するタイプ 3 LSA を含む）をフィルタ処理します。

Cisco NX-OS は、ルート マップ内のエントリと一致しないプレフィクスを黙示的に拒否します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

area-id フィルタリングを設定したい OSPF エリアの識別情報。正の整数値また

は IP アドレスのいずれかとして指定します。

route-map map-name フィルタ ポリシーとして使用するルート マップの名前を指定します。

map-name 引数は、英数字で最大 63 文字の任意のストリングです。

in このエリアに送信されるネットワークをフィルタ処理します。

out このエリアから送信されるネットワークをフィルタ処理します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、ほかのすべてのエリアからエリア 1 に送信されるプレフィクスをフィルタ処理する例を示し

ます。

switch(config)# router ospf 202
switch(config-router)# area 1 filter-list route-map FilterExternal in 

関連コマンド コマンド 説明

area range エリアの境界にあるルートを統合して集約します。

route-map 1 つのルーティング プロトコルからほかのルーティング プロトコルへのルートを

再配布するか、またはポリシー ルーティングをイネーブルにするための条件を定

義します。
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area filter-list（OSPFv3）
Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）の OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）

エリア間のタイプ 3 Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズメント）でアドバ

タイズされたプレフィクスをフィルタ処理するには、area filter-list コマンドを使用します。フィル

タを変更するか、または取り消すには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

no area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード アドレス ファミリ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area filter-list コマンドを使用し、タイプ 3 LSA をフィルタ処理します。in キーワードでルート マッ

プを適用すると、ルート マップは、ABR によってこのエリアに発生したすべてのタイプ 3 LSA

（area range コマンドによってほかのエリアに発生したタイプ 3 LSA を含む）をフィルタ処理しま

す。

out キーワードでルート マップを適用すると、ルート マップは、ABR によってほかのすべてのエ

リアにアドバタイズされるすべてのタイプ 3 LSA（このエリアで設定された area range コマンドに

よってローカルに発生するタイプ 3 LSA を含む）をフィルタ処理します。

Cisco NX-OS は、ルート マップ内のエントリと一致しないプレフィクスを黙示的に拒否します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

area-id フィルタリングを設定したい OSPFv3 エリアの識別情報。IP アドレスま

たは 0 ～ 4294967295 の番号のいずれかとして指定します。

route-map map-name フィルタ ポリシーとして使用するルート マップの名前を指定します。

map-name 引数は、英数字で最大 63 文字の任意のストリングです。

in このエリアに送信されるネットワークをフィルタ処理します。

out このエリアから送信されるネットワークをフィルタ処理します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、ほかのすべてのエリアからエリア 1 に送信されるプレフィクスをフィルタ処理する例を示し

ます。

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 1 filter-list route-map FilterExternal in 

関連コマンド コマンド 説明

area range（OSPFv3） エリアの境界にあるルートを統合して集約します。

route-map 1 つのルーティング プロトコルからほかのルーティング プロトコルへ

のルートを再配布するか、またはポリシー ルーティングをイネーブル

にするための条件を定義します。
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area nssa（OSPF）
エリアを OSPF（Open Shortest Path First）Not-So-Stubby Area（NSSA）として設定するには、 area

nssa コマンドを使用します。NSSA エリアを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id nssa [default-information-originate [route-map map-name]] [no-redistribution] 
[no-summary] [translate type7 [always | never] [suppress-fa]]

no area area-id nssa [default-information-originate [route-map map-name]] [no-redistribution] 
[no-summary] [translate type7 [always | never] [suppress-fa]]

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

area-id OSPF NSSA エリアの識別情報。正の整数値または IP アドレスのいずれ

かとして指定します。

default-information-

originate
（任意）タイプ 7 のデフォルトを NSSA エリアに生成します。このキー

ワードは、NSSA Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）また

は NSSA Autonomous System Border Router（ASBR; 自律システム ボーダ

ルータ）でのみ有効です。

route-map map-name （任意）ルート マップに基づいて、タイプ 7 のデフォルト生成をフィル

タ処理します。map-name 引数は、英数字で最大 63 文字の任意のストリ

ングです。

no-redistribution （任意）再配布された Link-State Advertisement（LSA; リンクステート ア

ドバタイズメント）がこの NSSA エリアに入るのを阻止します。ルータ

が NSSA ASBR および NSSA ABR の両方であり、redistribute コマンド

によってルートを通常のエリアにインポートしたいが、NSSA エリアに

はインポートしたくない場合、このキーワードを使用します。

no-summary （任意）エリアが NSSA エリアになることを許可しますが、エリアにサ

マリー ルートを導入させません。

translate type7 （任意）タイプ 7 LSA をタイプ 5 LSA に変換します。

always （任意）常に LSA を変換します。

never （任意）LSA を変換しません。

suppress-fa （任意）変換された LSA 内のフォワーディング アドレスを抑制します。

ABR はフォワーディング IPv4 アドレスとして 0.0.0.0 を使用します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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使用上のガイドライン area nssa コマンドを使用し、OSPF AS に NSSA エリアを作成します。変換された LSA にフォワー

ディング アドレスの抑制を設定する前に、ネットワーク トポロジについて理解しておくことを推

奨します。宛先のフォワーディング アドレスに到達するためにさらによいパスがある場合があるた

め、最適ではないルーティングが発生する可能性があります。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、エリア 1 を NSSA エリアとして設定する例を示します。

switch(config)# router ospf 10
switch(config-router)# area 1 nssa

次に、エリア 1 を NSSA エリアとして設定し、タイプ 7 LSA をエリア 1 からタイプ 5 LSA に変換す

るが、タイプ 7 フォワーディング アドレスをタイプ 5 LSA に配置しない例を示します（OSPF は

0.0.0.0 をタイプ 5 LSA のフォワーディング アドレスとして配置します）。

switch(config)# router ospf 2
switch(config-router)# area 1 nssa translate type7 suppress-fa

関連コマンド コマンド 説明

redistribute 1 つのルーティング プロトコルから学習したルートをほかのルーティング プロト

コル ドメインに再配布します。
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area nssa（OSPFv3）
エリアを OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）Not-So-Stubby Area（NSSA）として設定す

るには、 area nssa コマンドを使用します。NSSA エリアを削除するには、このコマンドの no 形式を

使用します。

area area-id nssa [default-information-originate [route-map map-name]] [no-redistribution] 
[no-summary] [translate type7 [always | never] [suppress-fa]]

no area area-id nssa [default-information-originate [route-map map-name]] [no-redistribution] 
[no-summary] [translate type7 [always | never] [suppress-fa]]

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

area-id OSPFv3 NSSA エリアの識別情報。IP アドレスまたは 0 ～ 4294967295 の

番号のいずれかとして指定します。

default-information-

originate
（任意）タイプ 7 のデフォルトを NSSA エリアに生成します。このキー

ワードは、NSSA Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）また

は NSSA Autonomous System Border Router（ASBR; 自律システム ボーダ

ルータ）でのみ有効です。

route-map map-name （任意）ルート マップに基づいて、タイプ 7 のデフォルト生成をフィル

タ処理します。map-name 引数は、英数字で最大 63 文字の任意のストリ

ングです。

no-redistribution （任意）再配布された Link-State Advertisement（LSA; リンクステート ア

ドバタイズメント）がこの NSSA エリアに入るのを阻止します。ルータ

が NSSA ASBR および NSSA ABR の両方であり、redistribute コマンド

によってルートを通常のエリアにインポートしたいが、NSSA エリアに

はインポートしたくない場合、このキーワードを使用します。

no-summary （任意）エリアが NSSA エリアになることを許可しますが、エリアにサ

マリー ルートを導入させません。

translate type7 （任意）タイプ 7 LSA をタイプ 5 LSA に変換します。

always （任意）常に LSA を変換します。

never （任意）LSA を変換しません。

suppress-fa （任意）変換された LSA 内のフォワーディング アドレスを抑制します。

The ABR uses 0.0.0.0 as the forwarding IPv4 address.

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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使用上のガイドライン area nssa コマンドを使用し、OSPFv3 AS に NSSA エリアを作成します。変換された LSA にフォワー

ディング アドレスの抑制を設定する前に、ネットワーク トポロジについて理解しておくことを推

奨します。宛先のフォワーディング アドレスに到達するためにさらによいパスがある場合があるた

め、最適ではないルーティングが発生する可能性があります。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、エリア 1 を NSSA エリアとして設定する例を示します。

switch(config)# router ospfv3 10
switch(config-router)# area 1 nssa

次に、エリア 1 を NSSA エリアとして設定し、タイプ 7 LSA をエリア 1 からタイプ 5 LSA に変換す

るが、タイプ 7 フォワーディング アドレスをタイプ 5 LSA に配置しない例を示します（OSPFv3 は

0.0.0.0 をタイプ 5 LSA のフォワーディング アドレスとして配置します）。

switch(config)# router ospfv3 2
switch(config-router)# area 1 nssa translate type7 suppress-fa

関連コマンド コマンド 説明

redistribute（OSPFv3） 1 つのルーティング プロトコルから学習したルートをほかのルーティ

ング プロトコル ドメインに再配布します。
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area range（OSPF）
OSPF（Open Shortest Path First）エリアの境界にあるルートを統合して集約するには、 area range コ

マンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id range ip-prefix [not-advertise]

no area area-id range ip-prefix [not-advertise]

シンタックスの説明

デフォルト ディセーブル

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area range コマンドを Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）でのみ使用し、エリアの

ルートを統合または集約します。ABR は 1 つのサマリー ルートがほかのエリアにアドバタイズさ

れることを通知し、エリアの境界でルーティング情報を集約します。

複数の area range コマンドを設定することにより、OSPF が多くの異なるアドレス範囲のセットの

アドレスを集約するように設定できます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、1 つのサマリー ルートが、ABR によってネットワーク 192.0.2.0 上のすべてのホストのほか

のエリアにアドバタイズされるように設定する例を示します。

switch(config-if)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.201 255.255.255.0
switch(config-if)# ip ospf area 201
switch(config-router)# area 0 range 192.0.2.0 255.255.0.0

area-id ルートを集約したい OSPF エリアの識別情報。正の整数値または IP アドレスのい

ずれかとして指定します。

ip-prefix IP アドレス / サブネット マスクの長さ（A.B.C.D/LEN）として指定された IP プレ

フィクス

not-advertise （任意）アドレス範囲ステータスを DoNotAdvertise に設定します。タイプ 3 集約

Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズメント）が抑制され、

コンポーネント ネットワークはほかのネットワークから非表示のままです。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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area range（OSPFv3）
OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）エリアの境界にあるルートを統合して集約するに

は、 area range コマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no 形

式を使用します。

area area-id range ipv6-prefix/length [not-advertise]

no area area-id range ivp6-prefix [not-advertise]

シンタックスの説明

デフォルト ディセーブル

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area range コマンドを Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）でのみ使用し、エリアの

ルートを統合または集約します。ABR は 1 つのサマリー ルートがほかのエリアにアドバタイズさ

れることを通知し、エリアの境界でルーティング情報を集約します。

複数の area range コマンドを設定することにより、OSPFv3 が多くの異なるアドレス範囲のセット

のアドレスを集約するように設定できます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、1 つのサマリー ルートが、ABR によってネットワーク 2001:0DB8::/32 上のすべてのホストの

ほかのエリアにアドバタイズされるように設定する例を示します。

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 0 range 2001:0DB8::/32

area-id ルートを集約したい OSPF エリアの識別情報。IP アドレスまたは 0 ～

4294967295 の番号のいずれかとして指定します。

ipv6-prefix/length IPv6 アドレス / 長さ（A:B::C:D/LEN）として指定された IP プレフィク

ス。length 引数の範囲は 1 ～ 127 です。

not-advertise （任意）アドレス範囲ステータスを DoNotAdvertise に設定します。タイ

プ 3 集約 Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズ

メント）が抑制され、コンポーネント ネットワークはほかのネットワー

クから非表示のままです。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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area stub（OSPF）
エリアを OSPF（Open Shortest Path First）スタブ エリアとして定義するには、 area stub コマンドを

使用します。エリアを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id stub [no-summary]

no area area-id stub [no-summary]

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area stub コマンドを使用し、スタブ エリアに接続されているすべてのデバイスを設定します。ス

タブ エリアに接続されている ABR で area default-cost コマンドを使用します。area default-cost コ

マンドは、ABR によってスタブ エリアに生成されたサマリー デフォルト ルートにメトリックを提

供します。

スタブ エリアに送信される Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズメント）の

数をさらに減少させるために、ABR で no-summary キーワードを設定し、集約 LSA（タイプ 3 LSAs3）

をスタブ エリアに送信するのを防ぐことができます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPF 209 にスタブ エリア 33 を作成する例を示します。

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 33 stub

関連コマンド

area-id OSPF スタブ エリアの識別情報。正の整数値または IP アドレスのいずれかとして

指定します。

no-summary （任意）Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）が要約リンク アドバタイ

ズメントをスタブ エリアに送信するのを防ぎます。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

area default-cost スタブ エリアに送信されるデフォルト サマリー ルートのコストを指定

します。
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area stub（OSPFv3）
エリアを OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）スタブ エリアとして定義するには、 area

stub コマンドを使用します。エリアを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

area area-id stub [no-summary]

no area area-id stub [no-summary]

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area stub コマンドを使用し、スタブ エリアに接続されているすべてのデバイスを設定します。ス

タブ エリアに接続されている ABR で area default-cost コマンドを使用します。area default-cost コ

マンドは、ABR によってスタブ エリアに生成されたサマリー デフォルト ルートにメトリックを提

供します。

スタブ エリアに送信される Link-State Advertisement（LSA; リンクステート アドバタイズメント）の

数をさらに減少させるために、ABR で no-summary キーワードを設定し、集約 LSA（タイプ 3 LSAs3）

をスタブ エリアに送信するのを防ぐことができます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPFv3 209 にスタブ エリア 33 を作成する例を示します。

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 33 stub

関連コマンド

area-id OSPFv3 スタブ エリアの識別情報。IP アドレスまたは 0 ～ 4294967295 の番号のい

ずれかとして指定します。

no-summary （任意）Area Border Router（ABR; エリア ボーダ ルータ）が要約リンク アドバタイ

ズメントをスタブ エリアに送信するのを防ぎます。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

area default-cost（OSPFv3） スタブ エリアに送信されるデフォルト サマリー ルートのコストを

指定します。
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area virtual-link（OSPF）
OSPF（Open Shortest Path First）仮想リンクを定義するには、areavirtual-link コマンドを使用しま

す。仮想リンクを削除するには、コマンドの no 形式を使用します。

area area-id virtual-link router-id 

no area area-id virtual-link router-id

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area virtual-link コマンドを使用し、リモート エリアからバックボーン エリアへの仮想リンクを確

立します。OSPF では、すべてのエリアはバックボーン エリアに接続している必要があります。バッ

クボーンとの接続が失われた場合、仮想リンクを確立することにより修復できます。

area virtual-link コマンドを使用し、次のコマンドを使用できる仮想リンク コンフィギュレーショ

ン モードを開始します。

• authentication [key-chain | message-digest | null]

• authentication-key [0 | 3] key

• dead-interval seconds

• hello-interval seconds

• message-digest-key key-id md5 key

• retransmit-interval seconds

• transmit-delay seconds

構文と使用方法の詳細については、各コマンドを参照してください。

仮想リンクの両側で、同じエリア ID および対応する仮想リンク隣接ルータを設定する必要があり

ます。ルータ ID を表示するには、任意のモードで show ip ospf neighbors コマンドを使用します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

area-id 仮想リンクのトランジット エリアに割り当てられた OSPF エリアの識別情報。正

の整数値または IP アドレスのいずれかとして指定します。

router-id 仮想リンク ネイバーに関連付けられたルータ ID。IP アドレスとして指定します。

ルータ ID は show ip ospf neighbors ディスプレイに表示されます。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、すべてのオプションのパラメータのデフォルト値で 2 つのデバイス（A と B）間に仮想リン

クを確立する例を示します。

Device A:
switch(config)# router ospf 1
switch(config-router)# router-id 192.0.2.2
switch(config-router)# area 1 virtual-link 192.0.2.1

Device B:
switch(config# router ospf 209
switch(config-router)# router-id 192.0.2.1
switch(config-router)# area 1 virtual-link 192.0.2.2

関連コマンド コマンド 説明

authentication（OSPF virtual link） OSPF 仮想リンクの認証をイネーブルにします。

authentication-key（OSPF virtual link） OSPF の簡易パスワード認証を使用している隣接ルータ

によって使用されるパスワードを割り当てます。

dead-interval（OSPF virtual link） OSPF 仮想リンクのデッド間隔を設定します。

hello-interval（OSPF virtual link） OSPF 仮想リンクの hello 間隔を設定します。

message-digest-key（virtual link） OSPF 仮想リンクで OSPF Message Digest 5（MD5）認証

をイネーブルにします。

retransmit-interval（OSPF virtual link） OSPF 仮想リンクの再送信間隔を設定します。

transmit-delay（OSPF virtual link） OSPF 仮想リンクの送信遅延を設定します。



A コマンド

area virtual-link（OSPFv3）

34
Cisco NX-OS Unicast Routing コマンド リファレンス Release 4.0

OL-14973-03-J

area virtual-link（OSPFv3）
OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）仮想リンクを定義するには、areavirtual-link コマン

ドを使用します。仮想リンクを削除するには、コマンドの no 形式を使用します。

area area-id virtual-link router-id 

no area area-id virtual-link router-id

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン area virtual-link コマンドを使用し、リモート エリアからバックボーン エリアへの仮想リンクを確

立します。OSPFv3 では、すべてのエリアはバックボーン エリアに接続している必要があります。

バックボーンとの接続が失われた場合、仮想リンクを確立することにより修復できます。

area virtual-link コマンドを使用し、次のコマンドを使用できる仮想リンク コンフィギュレーショ

ン モードを開始します。

• dead-interval seconds

• hello-interval seconds

• retransmit-interval seconds

• transmit-delay seconds

構文と使用方法の詳細については、各コマンドを参照してください。

仮想リンクの両側で、同じエリア ID および対応する仮想リンク隣接ルータを設定する必要があり

ます。ルータ ID を表示するには、任意のモードで show ospfv3 neighbors コマンドを使用します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

area-id 仮想リンクのトランジット エリアに割り当てられた OSPFv3 エリアの識別情報。IP

アドレスまたは 0 ～ 4294967295 の番号のいずれかとして指定します。

router-id 仮想リンク ネイバーに関連付けられたルータ ID。IP アドレスとして指定します。

ルータ ID は show ospfv3 neighbors ディスプレイに表示されます。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、すべてのオプションのパラメータのデフォルト値で 2 つのデバイス（A と B）間に仮想リン

クを確立する例を示します。

Device A:
switch(config)# router ospfv3 1
switch(config-router)# router-id 192.0.2.2
switch(config-router)# area 1 virtual-link 192.0.2.1

Device B:
switch(config# router ospfv3 209
switch(config-router)# router-id 192.0.2.1
switch(config-router)# area 1 virtual-link 192.0.2.2

関連コマンド コマンド 説明

dead-interval（OSPFv3 virtual link） OSPFv3 仮想リンクのデッド間隔を設定します。

hello-interval（OSPFv3 virtual link） OSPFv3 仮想リンクの hello 間隔を設定します。

retransmit-interval（OSPFv3 virtual link） OSPFv3 仮想リンクの再送信間隔を設定します。

transmit-delay（OSPFv3 virtual link） OSPFv3 仮想リンクの送信遅延を設定します。
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authentication（GLBP）
Gateway Load Balancing Protocol（GLBP; ゲートウェイ ロード バランシング プロトコル）の認証を

設定するには、authentication コマンドを使用します。認証をディセーブルにするには、このコマ

ンドの no 形式を使用します。

authentication {text string | md5 {key-string [encrypted] key | key-chain name-of-chain}}

no authentication {text string | md5 {key-string [0 | 7] key | key-chain name-of-chain}}

シンタックスの説明

デフォルト GLBP メッセージの認証は発生しません。

コマンド モード GLBP コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン 相互運用を保証するには、同じ GLBP グループのメンバーであるすべてのゲートウェイに同じ認証

方式を設定する必要があります。ゲートウェイは、誤った認証情報を含むすべての GLBP メッセー

ジを無視します。

このコマンドではライセンスは不要です。

text string 認証ストリングを指定します。範囲は 1 ～ 255 文字です。

md5 Message Digest 5（MD5）認証を指定します。

key-string key MD5 認証の秘密鍵を指定します。範囲は 1 ～ 255 文字です。少なくと

も 16 文字を使用することを推奨します。

encrypted （任意）暗号化鍵を指定します。

key-chain name-of-chain 認証鍵のグループを識別します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。



A コマンド

authentication（GLBP）

37
Cisco NX-OS Unicast Routing コマンド リファレンス Release 4.0

OL-14973-03-J

例 次に、GLBP グループ 10 の認証ストリングとしてストリング xyz を設定する例を示します。

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# glbp 10 
switch(config-glbp)# authentication text stringxyz

次に、キー チェーン [AuthenticateGLBP] を使用して、MD5 認証のための現在のアクティブな鍵と

鍵 ID を取得するように GLBP を設定する例を示します。

switch(config)# interface ethernet1/1
switch(config-if)# glbp 2 
switch(config-glbp)# authentication md5 key-chain AuthenticateGLBP

関連コマンド コマンド 説明

glbp GLBP グループを作成し、GLBP コンフィギュレーション モードを開始します。

ip（GLBP） インターフェイス上で GLBP をイネーブルにします。

key chain キー チェーンを作成します。



A コマンド

authentication（OSPF virtual link）

38
Cisco NX-OS Unicast Routing コマンド リファレンス Release 4.0

OL-14973-03-J

authentication（OSPF virtual link）
OSPF（Open Shortest Path First）仮想リンクの認証タイプを指定するには、authentication コマンド

を使用します。仮想リンクの認証タイプを削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

authentication [key-chain key-name | message-digest | null]

no ip ospf authentication

シンタックスの説明

デフォルト オプションのキーワードなしで認証を設定すると、デフォルトでパスワード認証になります。

コマンド モード OSPF 仮想リンク コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン 仮想リンク コンフィギュレーション モードで authentication コマンドを使用し、仮想リンクで使用

する認証方式を設定します。message-digest キーワードを使用して MD5 メッセージ ダイジェスト

認証を設定し、message-digest-key コマンドを使用してこの認証設定を完了します。key-chain キー

ワードを使用してキー チェーンによるパスワード認証を設定し、key chain コマンドを使用してこ

の認証設定を完了します。キーワードなしで authentication コマンドを使用して仮想リンクのパス

ワードを設定し、authentication-key コマンドを使用してこの認証設定を完了します。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、メッセージ ダイジェスト認証をイネーブルにする例を示します。

switch(config)# router ospf 22
switch(config-router)# area 99 virtual-link 192.0.2.12
switch(config-router-vlink)# authentication message-digest
switch(config-router-vlink)# message-digest key 4 md5 0 abcd

関連コマンド

key-chain key-name （任意）使用するキー チェーンを指定します。key-name 引数は、英数字

で最大 63 文字の任意のストリングです。

message-digest （任意）メッセージ ダイジェスト認証を使用するように指定します。

null （任意）認証を使用しないように指定します。エリアに設定されている

場合、認証をディセーブルにします。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

area authentication OSPF エリアの認証をイネーブルにします。

authentication-key（OSPF virtual link） OSPF のパスワード認証を使用している隣接ルータに

よって使用されるパスワードを割り当てます。

key chain 認証鍵を管理するためのキー チェーンを作成します。

message-digest-key（OSPF virtual link） OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにしま

す。
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authentication（VRRP）
Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP; 仮想ルータ冗長プロトコル）の認証を設定するには、

authentication コマンドを使用します。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no 形式を

使用します。

authentication text password

no authentication 

シンタックスの説明

デフォルト 認証なし

コマンド モード VRRP コンフィギュレーション モード 

サポートされるユーザ ロール スーパーユーザ

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマンドではライセンスは不要です。

例 次に、VRRP に Message Digest 5（MD5）認証を設定する例を示します。

switch# config t
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# vrrp 250 
switch(config-if-vrrp)# authentication text mypwasswd 

関連コマンド

text password 英数字で最大 8 文字の単純なテキスト パスワードを使用するように選択します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

show vrrp VRRP 設定情報を表示します。

clear vrrp 指定の仮想ルータの全ソフトウェア カウンタを消去します。
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authentication（HSRP）
Hot Standby Router Protocol（HSRP; ホットスタンバイ ルータ プロトコル）の認証を設定するには、

authentication コマンドを使用します。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no 形式を

使用します。

authentication text string

no authentication text string 

シンタックスの説明

デフォルト ディセーブル

コマンド モード HSRP コンフィギュレーションまたは HSRP テンプレート モード

サポートされるユーザ ロール スーパーユーザ

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン authentication text コマンドを使用し、誤って設定されたルータが参加する意図のない HSRP グルー

プに参加するのを防ぎます。認証ストリングはすべての HSRP メッセージに暗号化されていない状

態で送信されます。相互運用を保証するために、同じ認証ストリングを同じグループのすべての

ルータに設定する必要があります。認証しない HSRP プロトコル パケットは無視されます。

注意 2 つのルータで同じ HSRP IP アドレスが設定されているが、異なる認証ストリングが設定されてい

る場合、いずれのルータも重複を認識しません。

このコマンドではライセンスは不要です。

text string 認証ストリングを指定します。範囲は 1 ～ 255 文字です。デフォルトのストリン

グは “cisco” です。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、HSRP グループ 2 に認証ストリングを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 0/1
switch(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# priority 110
switch(config-if-hsrp)# preempt
switch(config-if-hsrp)# authentication text sanjose
switch(config-if-hsrp)# ip 10.0.0.3
switch(config-if-hsrp)# end

関連コマンド コマンド 説明

feature hsrp HSRP をイネーブルにし、HSRP コンフィギュレーション モードを開始します。

hsrp group HSRP グループを作成します。
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authentication key-chain（EIGRP）
Enhanced IGRP（EIGRP）パケットの認証をイネーブルにし、インターフェイス上で使用できる鍵の

セットを指定するには、authentication key-chain コマンドを使用します。認証を阻止するには、こ

のコマンドの no 形式を使用します。

authentication key-chain name-of-chain

no authentication key-chain name-of-chain

シンタックスの説明

デフォルト EIGRP パケットに認証は提供されません。

コマンド モード ルータ VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン VPN Routing and Forwarding（VRF; VPN ルーティングおよび転送）コンフィギュレーション モード

で authentication mode コマンドを使用し、認証モードを設定します。インターフェイスの認証設定

を完了するには、key-chain コマンドを使用してキー チェーンを個別に設定する必要があります。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、インターフェイスがキー チェーン ツリーに属する鍵を受け入れて送信するように設定する

例を示します。

switch(config)# router eigrp 209
switch(config-router)# vrf red
switch(config-router-vrf)# authentication key-chain trees

関連コマンド

name-of-chain 有効な鍵のグループ

リリース 変更内容

4.0(3) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

authentication mode（EIGRP） VRF で EIGRP の認証モードを設定します。

ip authentication key-chain eigrp EIGRP の認証をイネーブルにし、インターフェイス上で使用

できる鍵のセットを指定します。

key-chain 認証方式で使用できる鍵のセットを作成します。
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authentication key-chain（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）の認証をイネーブルにするには、authentication

key-chain コンフィギュレーション モード コマンドを使用します。この認証をディセーブルにする

には、このコマンドの no 形式を使用します。

authentication key-chain auth-key {level-1 | level-2}

no authentication key-chain auth-key {level-1 | level-2} 

シンタックスの説明

コマンドのデフォルト設定 ルータ レベルでの IS-IS パケットにはキー チェーン認証は提供されません。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン authentication key-chain コマンドにキー チェーンが設定されていない場合、キー チェーン認証は行

われません。

キー チェーン認証は、クリア テキスト認証または Message Digest 5（MD5）認証に適用できます。

モードは認証モード コマンドによって決定されます。

IS-IS に適用される認証キー チェーンは一度に 1 つのみです。たとえば、2 つめの authentication

key-chain コマンドを設定すると、最初の認証キー チェーンは上書きされます。

isis authentication key-chain コマンドを使用することにより、個々の IS-IS インターフェイスに認証

を指定できます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

auth-key 認証キー チェーン

level-1 認証鍵をレベル 1 Link State Packet（LSP; リンク ステート パケット）、Complete

Sequence Number Packet（CSNP）、および Partial Sequence Number Packet（PSNP）に

対してのみ指定します。

level-2 認証鍵をレベル 2 LSP、CSNP、および PSNP パケットに対してのみ指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、IS-IS が site1 というキー チェーンに属している鍵を受け入れて送信するように設定する例を

示します。

switch(config)# router isis real_secure_network
switch(config-router)# authentication key-chain site1 level-1

関連コマンド コマンド 説明

exit 現在のコンフィギュレーション モードを終了します。

feature isis ルータでの IS-IS をイネーブルにします。

isis authentication key-chain 個々の IS-IS インターフェイスの認証をイネーブルにします。

no コマンドを無効にするか、またはデフォルト設定にします。

router isis IS-IS をイネーブルにします。
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authentication mode（EIGRP）
Enhanced IGRP（EIGRP）パケットで使用する認証のタイプを指定するには、authentication mode コ

マンドを使用します。認証を削除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

authentication mode md5

no authentication mode md5

シンタックスの説明

デフォルト なし

コマンド モード ルータ VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、インターフェイスが MD5 認証を使用するように設定する例を示します。

switch(config)# router eigrp 209
switch(config-router)# vrf red
switch(config-router-vrf)# authentication mode md5

関連コマンド

md5 Message Digest 5（MD5）認証を指定します。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

authentication key-chain eigrp EIGRP の認証をイネーブルにし、インターフェイス上で使用で

きる鍵のセットを指定します。

ip authentication mode eigrp インターフェイスで EIGRP の認証モードを設定します。

key chain 認証方式で使用できる鍵のセットを作成します。
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authentication-check
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに対して、認証が送信中の（受信さ

れていない）IS-IS パケットでのみ行われるように指定するには、authentication-check コンフィギュ

レーション モード コマンドを使用します。IS-IS インスタンスに対して、認証がルータ レベルで設

定されている場合に、このような認証が送受信中のパケットで行われるように設定するには、この

コマンドの no 形式を使用します。

authentication-check {level-1 | level-2}

no authentication-check

シンタックスの説明

コマンドのデフォルト設定 認証がルータ レベルで設定されている場合、認証は送受信中の IS-IS パケットに適用されます。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

VRF コンフィギュレーション

使用上のガイドライン 認証モードと認証キー チェーンを設定する前に、authentication-check コマンドを入力します。

authentication-check コマンドを入力すると、認証が送信中のパケットでのみ行われ、受信中のパ

ケットではチェックされない場合、ルータでは鍵が各ルータで設定されるためのより多くの時間が

与えられます。通信しているすべてのルータで authentication-check コマンドを入力したあと、各

ルータで認証モードとキー チェーンをイネーブルにします。次に、no authentication-check コマン

ドを入力し、コマンドをディセーブルにします。

このコマンドは、クリア テキスト認証または Message Digest 5（MD5）認証にのみ適用できます。

モードは認証モード コマンドによって決定されます。

isis authentication-check {level-1 | level-2} インターフェイス コンフィギュレーション モード コマン

ドを使用することにより、個々の IS-IS インターフェイスに認証を指定できます。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、IS-IS レベル 1 パケットが送信中の（受信されていない）パケットでクリア テキスト認証を

使用するように設定する例を示します。

switch(config)# router isis test1
switch(config-router)# authentication-check level-1
switch(config-router)# authentication key-chain site1 level-1
switch(config-router)# 

関連コマンド

level-1 認証が送信中の（受信されていない）レベル 1 パケットでのみ行われるように指

定します。

level-2 認証が送信中の（受信されていない）レベル 2 パケットでのみ行われるように指

定します。

コマンド 説明

feature isis ルータでの IS-IS をイネーブルにします。

isis authentication-check 特定のインターフェイスから送信中の（受信されていない）IS-IS パケッ

トで認証をイネーブルにします。

router isis IS-IS をイネーブルにします。
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authentication-key（OSPF virtual link）
OSPF（Open Shortest Path First）仮想リンクによって使用されるパスワードを割り当てるには、

authentication-key コマンドを使用します。以前に割り当てられた OSPF パスワードを削除するに

は、このコマンドの no 形式を使用します。

authentication-key [0 | 3] password

no authentication-key

シンタックスの説明

デフォルト 暗号化されていないパスワード

コマンド モード OSPF 仮想リンク コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン authentication-key コマンドを使用し、OSPF 仮想リンクでパスワード認証のパスワードを設定しま

す。同じ仮想リンクにあるすべてのデバイスは、OSPF 情報を交換できるように同じパスワードを

もっている必要があります。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、ストリング yourpass により認証鍵をイネーブルにする例を示します。

switch(config)# router ospf 22
switch(config-router)# area 99 virtual-link 192.0.2.12
switch(config-router-vlink)# authentication 
switch(config-router-vlink)# authentication-key yourpass

関連コマンド

0 （任意）暗号化されていない認証鍵を指定します。

3 （任意）トリプル DES 暗号化認証鍵を指定します。

password キーボードから入力できる最大 8 バイトの任意の連続した文字のストリング

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

authentication（virtual link） OSPF 仮想リンクの認証をイネーブルにします。
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authentication-type
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに、IS-IS パケットで使用する認証

のタイプを指定するには、authentication-type コンフィギュレーション モード コマンドを使用しま

す。クリア テキスト認証を復元するには、このコマンドの no 形式を使用します。

authentication-type {cleartext | md5} [level-1 | level-2]

no authentication-type

シンタックスの説明

コマンドのデフォルト設定 このコマンドを使用することによって、ルータ レベルでの IS-IS パケットに認証は提供されません。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

VRF コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン level-1 キーワードまたは level-2 キーワードを入力しない場合、モードは両方のレベルに適用されま

す。

authentication-type コマンドを使用することにより、認証のタイプとそのタイプが 1 つの IS-IS イン

ターフェイスに対して（IS-IS インスタンス単位ではなく）適用されるレベルを指定できます。

isis authentication-type {cleartext | md5} [level-1 | level-2] インターフェイス コンフィギュレーション

モード コマンドを使用することにより、個々の IS-IS インターフェイスに認証タイプを指定できま

す。

cleartext クリア テキスト認証を指定します。

md5 Message Digest 5（MD5）認証を指定します。

level-1 指定された認証をレベル 1 Link State Packet（LSP; リンク ステート パケット）、

Complete Sequence Number Packet（CSNP）、および Partial Sequence Number Packet

（PSNP）パケットに対してのみイネーブルにします。

level-2 指定された認証をレベル 2 LSP、CSNP、および PSNP パケットに対してのみイネー

ブルにします。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。
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例 次に、MD5 認証がレベル 1 パケットで行われるように IS-IS インスタンスに設定する例を示します。

switch(config)# router isis TEST1
switch(config-router)# authentication-type md5 level-1
switch(config-router)# 

関連コマンド コマンド 説明

exit 現在のコンフィギュレーション モードを終了します。

feature isis ルータでの IS-IS をイネーブルにします。

isis authentication-type 個々の IS-IS インターフェイスの認証タイプを指定します。

no コマンドを無効にするか、またはデフォルト設定にします。

router isis IS-IS をイネーブルにします。
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auto-cost（OSPF）
OSPF（Open Shortest Path First）がインターフェイスのデフォルト メトリックを計算する方法を制

御するには、auto-cost コマンドを使用します。40 Gb/s のデフォルト基準帯域幅を割り当てるには、

このコマンドの no 形式を使用します。

auto-cost reference-bandwidth bandwidth [Gbps | Mbps]

no auto-cost reference-bandwidth

シンタックスの説明

デフォルト 40 Gb/s。Gpbs または Mbps キーワードを指定しない場合、帯域幅はデフォルトで Gb/s になります。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン auto-cost コマンドを使用し、OSPF コスト メトリックの計算により使用される基準帯域幅を設定し

ます。

ip ospf cost コマンドによって設定された値は、auto-cost コマンドによって設定されたコストを上書

きします。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPF インスタンス内のすべてのローカル インターフェイスに基準帯域幅を設定する例を示

します。

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# auto-cost reference-bandwidth 10

関連コマンド

reference-bandwidth bandwidth インターフェイスのデフォルト メトリックを計算するために使

用する基準帯域幅を設定します。範囲は Gbps キーワードを使用

するか MBps キーワードを使用するかによって異なります。

Gbps （任意）レートを Gbps で指定します（帯域幅）。範囲は 1 ～ 4000

で、デフォルトは 40 です。

Mbps （任意）レートを Mbps で指定します（帯域幅）。範囲は 1 ～

4000000 で、デフォルトは 40000 です。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

ip ospf cost インターフェイス上でパケットを送信するコストを明示的に指定します。
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auto-cost（OSPFv3）
OSPFv3（Open Shortest Path First バージョン 3）がインターフェイスのデフォルト メトリックを計

算する方法を制御するには、auto-cost コマンドを使用します。40 Gb/s のデフォルト基準帯域幅を

割り当てるには、このコマンドの no 形式を使用します。

auto-cost reference-bandwidth bandwidth [Gbps | Mbps]

no auto-cost reference-bandwidth

シンタックスの説明

デフォルト 40 Gb/s。Gpbs または Mbps キーワードを指定しない場合、帯域幅はデフォルトで Gb/s になります。

コマンド モード ルータ コンフィギュレーション

サポートされるユーザ ロール ネットワーク管理者

VDC 管理者

コマンド履歴

使用上のガイドライン auto-cost コマンドを使用し、OSPFv3 コスト メトリックの計算により使用される基準帯域幅を設定

します。

ipv6 ospfv3 cost コマンドによって設定された値は、auto-cost コマンドによって設定されたコストを

上書きします。

このコマンドでは Enterprise Services ライセンスが必要です。

例 次に、OSPFv3 インスタンス内のすべてのローカル インターフェイスに基準帯域幅を設定する例を

示します。

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# auto-cost reference-bandwidth 10

関連コマンド

reference-bandwidth bandwidth インターフェイスのデフォルト メトリックを計算するために使

用する基準帯域幅を設定します。範囲は Gbps キーワードを使用

するか MBps キーワードを使用するかによって異なります。

Gbps （任意）レートを Gbps で指定します（帯域幅）。範囲は 1 ～ 4000

で、デフォルトは 40 です。

Mbps （任意）レートを Mbps で指定します（帯域幅）。範囲は 1 ～

4000000 で、デフォルトは 40000 です。

リリース 変更内容

4.0(1) このコマンドが導入されました。

コマンド 説明

ipv6 ospfv3 cost インターフェイス上でパケットを送信するコストを明示的に指定します。
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